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	１

	ケアマネジャーから連絡票（様式１）が

送られてきました。どのようにすれば良いのでしょうか。

	医療的な問題を抱える高齢者のケアプランでのかかりつけ医のアドバイスは重要です。是非、この連絡票の医師意見・要望欄にご意見等を記載して、速やかに回答してください。
（電話で伝えたい場合や、直接に面接で伝えたい場合はその旨を記載し、返信してください。）

	２


	居宅療養管理指導を行う際のケアマネジャーに対する情報提供はどの様な方法で

行うのでしょうか。
	ケアプラン策定時に必要な情報提供は、サービス担当者会議への参加により行うことが基本です。会議への参加が困難な場合、または会議が開催されない場合は連絡票（様式１）等で情報提供を行ってください。



	３


	患者さんの状態が急に悪くなり、介護サービスの変更をしてもらいたいのですが、どのようにすれば良いのでしょうか。
	担当ケアマネジャーに、電話やファックスで連絡を取って、情報提供をおこなってください。

	４


	居宅療養管理指導とはどういうものですか。


	通院が困難な介護保険サービス利用者に対し、医師又は歯科医師等が居宅（自宅）を訪問し、計画的かつ継続的な医学的管理又は歯科医学的管理に基づいて指導、助言を行うサービスです。

居宅療養管理指導費は、介護保険サービス利用者の要介護度に関わらず一律の報酬額です。　　　　（1月2回限度）

	５


	患者さんがどの様なケアプランを作ってもらっているのか知りたいが、担当ケアマネジャーがわかりません。

本人や家族に聞いてもわからないと言っています。

	本人・ご家族の同意を得て、介護保険被保険者証の確認を行ってください。

被保険者証の居宅介護支援事業所欄に事業所名が記載されています。事業所の連絡先がわからないときには、宮崎市介護保険課（℡21-1777）にお問い合わせください。）

また、主治医意見書を記入している場合

には、「特記すべき事項」の欄に「ケアプラン希望」の旨を記入すれば、担当ケアマネジャーからケアプランの提出があります。




よくある質問と回答（Ｑ＆Ａ）
（医師編）
